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協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載

の
な
い
も
の
は

す
ぺ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
五
月
九

日

(
月
)
自
治
会
館

第
六
十
九
回
理
事
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
八
木
、
野
田
、
高
畑

井
手
、
山

口
、
門
脇

、
斎
藤
(
春
)
、
小
関
、
宗

像
。

議

題

一
、
五
十

一
年
度
事
業
な
ら
び

に
収

支
決
算
報

告
二
、
五
十

二
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支

予

算
案

に

つ
い
て

三
、
総
会
を
五
月

二
十

一
日
開
催
、
総
会

の
講

演
者

と
し

て
午
来
理
事
を
決
定

四
、
事
務
所
移
転
を
決
定

●
五
月

二
十

一
日

(
土
)
日
生
ビ

ル

第
七
十
回
理
事

会

出
席

者

石
川
(
俊
)
、
辻
井
、
鮫
島
、
小
川

井
手

、
高
畑

、
午
来
、
八
木
、
坂
本
、
山

口
、

大

山
、
山
本
、
新
妻
、
門
脇

、
滝

口
、
久
保

田

田
中

、
丹
保
、
田
尻
、
中
野
。

新
理
事
紹
介
、
総
会
提
出
議
案

を
審
議
。

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
誘
致
反
対
要
望
書
を
審
議
。

役
員
選
出
。
会
長

に
石
川
俊
夫
氏
、
副
会
長

に
八
木
健

三
氏
を
選
出
。
常
任
理
事

に
辻
井
達

一
、
高
畑

滋

、
野
田
四
郎
、
小
川

巌
、
滝

口

亘

の
五
名

を
選
出
。

●
五
月
二
十

一
日

(
土
)
日
生
ビ

ル

昭
和

五
十

二
無
度
総
会
(
別
記

の
と
お
り
)

●
六
月
六

日

(
月
)

円
山
道
路
問
題
現
地
視
察

円
山
東
麗
を

か
す

め
る
環
状
線
道
路

に

つ
い

て
、
市
側

か
ら
中
央

分
離
帯
を
新
設
し
車
線

に

段
差
を

つ
け

る
な
ど
第

二
次
修
正
案
が
提

示
さ

れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
円
山
住
民

の
会

世
話
人

と
し
て
の
本
会

・
中
野
理
事

か
ら
要
請
あ
り
、

辻
井
、
高
畑
、
小
川

の
三
常
任

理
事
が
視
察
、

現
地

で
説
明
を
受
け
た
。
協
会

と
し

て
は
円
山

住
民

の
会

を
支
援
す

る
と
と
も

に
、
都
市
問
題

対
策
委
員
会

で
他
の
道
路
問
題

と
併

せ
て
取
扱

う

こ
と
と
し
、
八
木
副
会
長

(
都
市
問
題
対
策

委
員
長
)

に
報
告
。

●
六

月
六

日

(
月
)
郵
便
貯
金
会
館

法
人
化
検
討
委
員
会

理
事
会
な
ら
び

に
総
会

で
法

人
化

へ
の
姿
勢

が
決
定
さ
れ
、
中
野
理
事
を

チ
ー
フ
と
し

て
検

討
委
員
会

が
組
織
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
い
た

が
、
中
野

チ
1
フ
に
よ
り
、
綱
島

、
小
川
、
辻

井
、
高
畑
が
指
名
さ
れ
た
。
第

一
回
会
合

で
は

他

の
同
種
法
人

な
ど
に

つ
い
て
の
資
料
収
集
を

行
う

こ
と
、
法
人

化
に
必
要
な
事
務
事
項

に
つ

い
て
、
近

日
中

に
道
自
然
保
護
課
と

コ
ン
タ
ク

ト
す

る
こ
と
を
決
定

(本
件

は
六
月
十

二
日
に

行
わ
れ

た
)
。

●
六
月
六
日

(
月
)

事
務
局
移
転

法
人
化

に
伴
う
独
立
事
務
所

の
開
設

は
か
ね

て
か
ら
懸
案

と
な

っ
て

い
た
が

、
本
協
会

の
監

事

・
秦

巌
夫

北
海
道

空
港

肱
社
長

の
ご
厚
意

に
よ
り
同
社
札
幌
連

絡
事
務
所

の

一
画

に
開
設

の
運
び
と
な
り
、
六
月

六
日
お
よ
び
七

日
に
移

転

、
六
月
十

二
日
電
話
も
架
設
さ
れ
た
。
新
住

所

は
中
央
区
北

三
西
二

「
富
山
会
館
」
3

F
、

電
話

は
二
五

一
i

五
四

六
五
。

●
六
月
九
日

(
木
)

石
山
五
区
道
路
問
題
現
地
視
察

本
件

(
別
記
)

に
つ
い
て
は
六
月

三
日
に
地

区
住
民
代
表
と
し
て
浜
尾
穎
逸
氏
か
ら
陳
情
が

あ

り
、
本
協
会
と
し
て
は
現
地
視
察

を
し
た
上

で
対
応
し
よ
う
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た
も

の
で

こ
の
日
は
協
会

か
ら
高
畑
、
辻

井
、
道
連
合

か

ら
山
本
代
表
が
参
加
し
、
現
地

で
住
民
代
表

の

竹
田
繁
男
、
浜
尾

穎
逸
氏
の
説
明
を
受
け
、
都

市
問
題
対
策
委

の
八
木
委
員
長

に
報
告
し
た
。

こ
の
結
果

は
、
豊
平
川
沿
岸

の
自
然
環
境
保

全
に
関
す

る
要
望
書
と
し

て
市
長
、
市

議
会
議

長
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら

に
市
議
会

に
対

し
て
陳

情
さ
れ
た
。

●
六
月

二
十
日

(
月
)
南
円
山
会
館

環
状
線
道
路
を
検
討
す
る
住
民
集
会

(子
供

と
自
然
と
を
守
る
円
山
住
民

の
会

主
催
)

石
川
会
長
、
野
田
、
高
畑

、
中

野
各
理
事
が

参
加
。
石
川
会
長

か
ら
本
協
会

の
態
度

と
意
見

を
説
明
。

●
六
月
二
十

一
日

(
火
)

石
山
五
区
道
路
計
画
に
関
す
る
市
議
会
建

設
委
現
地
視
察

本
件

に

つ
い
て
は
す

で
に
市
議
会

に
陳

情
し

た
が

、
建
設
委

の
現
地
視
察

に
際
し
、
現

地
で

八
木
副
会
長

か
ら
同
地
点

の
環
境
保

全
の
重

要

性
に

つ
き
説
明
。
他

に
高
畑
、
辻
井
理
事
が
同

行
。●

六
月

二
十
五
日

(
土
)

法
人
化
検
討

委
員
会

出
席
者

中
野
、
綱
島

、
八
木
、
小
川
、
辻

井
。六

月
十
八
日
の
中
野
委
員
長
、
綱
島
委
員

に
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よ
る
道
自
然
保
護
課
訪
問
の
報
告
あ
り
、
法
人

化
に
対
す
る
諸
手
続
、
諸
資
料
の
整
備
が
急
が

れ
る
こ
と
、
定
款
原
案
の
作
成
が
必
要
な
こ
と

な
ど
が
提
示
、
検
討
さ
れ
た
。
定
款
原
案
に
つ

い
て
は
綱
島
委
員

か
ら
第

一
次
草
案
が
提
出
さ

れ
た
が
、
な
お
他

の
諸
団
体

の
例
を
参
考

と
し

て
修

正
、
検
討
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

昭
和
五
十

二
年
度
総
会
開
か
れ
る

昭
和
五
十
二
年
度
の
総
会
は
五
月
二
十

一
日

(土
)
午
後
二
時
か
ら
日
本
生
命
ビ
ル
会
議
室

で
開
催
、
昭
和
五
十

一
年
度
の
事
業
な
ら
び
に

収
支
決
算
報
告
、
五
十
二
年
度
事
業
案
お
よ
び

収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。
事
務
局
の
移
転
に
伴
う
規
約

改

正

(第

二
条
)
が
行
わ
れ
、
移
転
が
承
認
さ

れ
た
。
協
会

の
発
展
を
期
す
る
た
め
の
法
人
化

問
題
に

つ
い
て
は
、
中
野
理
事
を
チ
ー
フ
と
す

る
法
人
化
検
討
委
員
会
が
担
当
す

る
こ
と
と
な

り
、
委
員
会

の
構

成
は
中
野

チ
ー
フ
に

一
任
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

冬
季

オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
の
札
幌

市
再
誘
致
問
題

に

つ
い
て
反
対
す
る

こ
と
が
総
会

と
し
て
決
議

さ
れ

た
。

総
会

の
後
、
斜
里
在
住

の
午
来
理
事

に
よ
り

知
床

の
自
然
と
そ

の
保
護
、

こ
と
に
斜

里
町

で

推
進
中

の
自
然
公
園
保
護

の
た
め
の
百
㎡
運
動

に

つ
き
講
演
あ
り
、
ま

た
、
知
床
の
自
然
を
描

い
た
北
海
道
撮
影
社

の
映
画
を
鑑
賞

し
た
。
引

き

つ
づ
き
、
札
幌
ビ

ア
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
を
開

催
。

昭 和51年 度 収 支 決 算 書

(自昭和51年4月1日 至昭和52年3月31日)

部の出支部の入収
円

385,688

170,420

1,125,360

256,260

5,710

24,500

578,616

144,425

105,700

430,000

2,459,820

23,845

630,882

6,341,926

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

行

料

会

議

発

信

通

会

件

務

資

大

査

越

計

誌

書

国

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

全

調

雑

繰

円

1,270,000

1,303,800

179,050

58,500

22,705

2,450,000

1,057,891

費

費

入

金

子

費

金

会

会

収

付

利

託

越

金

人

人

法

個

雑

寄

預

委

繰

計

繰越金内訳 振 替132,670円 道銀141,145円

拓 銀318,446現 金38,621

昭 和52年 度 収 支 予 算 案

(自昭和52年4月1日 至昭和53年3月31日)

部の出支部の入収
円

404,000

200,000

1,400,000

300ジ000

25,000

640,000

800,000

100,000

200,000

3,220,㎜

10,000

30,000

125,882

7,450,882

140,000円

費

費

横

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

発

料

議

報

信

会

件

務

貸

版

査

通

備

計

会

書

会

旅

舗

通

諸

人

事

図

出

調

交

雑

予

円
1,700,000

1,600,000

470,000

30,000

3,020,000

630,882

7,450,882

法 人 会 費

個 人 会 費

雑 収 入

預 金 利 子

委 託調査費

繰 越 金

計

事務費内訳 賃借料600,000円 消耗 費

光熱費60,000

第
七
回

全
国
自
然
保
護
大
会

を
終
え
て

去
る

六
月
十

八

・
十
九

の
両

日
、
第
七

回
全
国
自
然
保
護
大
会
が
多
摩
川
水
系
自

然
保
護
団
体
協

議
会

の
主
管
に

よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会

は

「
豊

か
な
自
然

と
小
さ
な
生
命

み
ん
な

で
守

ろ
う
環
境

権
」
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
全
国

か
ら
約
三
百

人
が
集
ま
り
、
理
事
改
選

・
規
約
改
正
な

ど
、
多
く

の
問
題

を
か
か
え
て
波
乱

に
と

ん
だ
大
会
と

い
え
る
で
し

ょ
う
。

i
大
会
内
容
-

十
八
日

・
総
会

全
国
連
合
活
動
報
告

・
基
調
報
告

・
決

算
報
告
が
な
さ
れ

、
特

に
財
政
危
機
が
叫

ば
れ
ま
し
た
。

分
科
会

七
分
科

会

に
分

か
れ
、
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
順

に
ま
と
め
ま
す

と
、

「
森
と
自
然

保
護
」
で
は
松
く

い
虫
防
除

の
た

め
の
農

薬
空
中
散
布

の
問
題

と
大
林
圏
全
国
会
議

の
活
動
報

告
が
な
さ
れ
、

「
農
業
問
題
と

自
然
保

護
」

で
は

「
農
業
問
題
懇
話
会
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
干
潟

の
問
題
と

自
然
保

護
」

で
は
、
干
潟

の
埋
め
立
て
を

中
心

に
入
浜
権
も
含

め
建
設
的
討
議
が
さ

れ
、

「都

市
の
自
然

と
水
系
」

で
は
、
ダ

ム
建
設
、
な
ら
び

に
流
域
下
水
道

の
是
非

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
自
然
保
護
」

一●■■■■■瞳圃■■■闘●薗●顧 コ 働一〇引■■瞳■■■一■■■■コ■■置
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羊
ケ
丘
通
り
は

羊
ケ
丘
を
破
壊
す
る

羊

ケ
丘
通
り
は
、
札
幌
市

の
幹
線
道
路

一
環

状
五
放
射
線

の

一
つ
と
し
て
、
昭
和
四
十
年

に

建
設
省

の
認
可
が
お
り
て
い
る
道
路

で
す
。
し

か
し
崩
当
時

の
都
市
計

画
は
勝
手

に
線
引
き
を

し

て
お
い
て
、
地
主
と
も
協
議

を
せ
ず

に
官
報

に
告

示
す
る
だ
け
と
い
う
、
乱
暴

な
や
り
方

で

し
た
。
昭
和
四
十
年

に
決
定

さ
れ
て
い
た
と
い

う

の
は
、
当
時

の
計

画
路
線

と
い
う
意
味
し

か

な
く
、
建
設

に
あ
た

っ
て
は
十
分

に
地
元
住
民

と
協

議
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

道
路
建
設
賛
成

の
立

場
に
あ

る
地
元
月
刊
誌

に
、

「
計
画
当

時
、
農
林
省
道
農
試
は
ま
だ
琴

似
八
軒

に
あ

っ
た
。
同

じ
琴
似

八
軒

に
は
道
立

中
央

農
試
も
並
ん
で
い
た
が
、
そ

っ
ち

の
ほ
う

は
そ

の
後
、
長

沼
町

へ
疎
開
し
、
農
林
省

の
方

だ
け
が

羊

ケ
丘
に
移

っ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
計

画
決
定

し
た
時
点

で
は
都
市
計
画
審
議
会

の
メ

ソ
メ
ソ
も
、

よ
も
や
将
来
、

こ
の
羊

ケ
丘

へ
道

農
試
が
坐

り
込
も
う
と
は
予
想
も
し
て
お
ら
な

か

っ
た

の
で
あ

る
」
と
、
見
当
違

い
の
記
事
が

載

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

札
幌

の
将
来
を
考

え
、
農

試
の
発
展

を
考

え

た
か
ら
こ
そ
、
四
十

三
年

間
の
伝
統

あ
る
琴
似

か
ら
移
転
を
決
意
し
た
の
で
す
。

し
か
も
、
そ

の
決
定
時
期
は
昭
和

三
十
五
年

で
、

三
十
七
年

か
ら
は
工
事
が

は
じ
ま

っ
て

い
ま
し
た
。
四
十

高

畑

滋

年

に
は
本
庁
舎
も

で
き
あ
が

っ
て
お
り
、
四
十

二
年

に
移
転

を
完

了
し
ま
し
た
。
羊

ケ
丘
移
転

が

予
想
も
さ
れ
な

い
ど

こ
ろ
か
既
成
の
事
実

で

し
た
の
で
、
こ
の
道
路
計
画
が

い
か
に
い
い
か

げ

ん
な
も

の
で
あ

っ
た

か
を
示
し
て
い
る
話

で

す
。私

達

が
問
題

に
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
よ
う

な
手
続
関
係

だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前

に
引

用

し
た
同
じ
記
事

の
中

に

「
何
も
、
札
幌

に

へ

ば

り

つ
い
て
お
ら
な
く
た

っ
て
、

メ
ソ
羊

の
放

牧

に
適

し
、
空
気
も
土
も
草
も
肥
え
た
農
村

地

帯

は
た
く

さ
ん
あ

る
は
ず
だ
」
と
、
羊
ケ
丘
か

ら
農
試

を
追
い
出
そ
う
と
主
張
し
て
い
る
人
達

が

い
る
こ
と
で
す
。
羊

ケ
丘
は
札
幌

に
あ

っ
て

石
狩

の
牧

場
風
景
を

よ
く
残
し
て

い
る
と

こ
ろ

で
す
。
こ
の
自
然
を
求

め
て
、
羊

ケ
丘
展
望
台

に
は
年
間

五
十
五
万
人
も

の
人
達

が
訪

れ
、
日

曜

日
に
は
市
民

レ
ジ

ャ
ー
の
日
と
し
て
家
族
連

れ

で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
展

望
台

以
外

の
場
所

で

も
、
歩

い
て
入
場
さ
れ
る
市
民

に
は
、
大

い
に

自
然

に
親
し
ん
で

い
た
だ
き
た

い
と
考
え

て
い

ま
す
。
数
千
億
円
と

い
う
北
海
道

の
農
業
生
産

を
支
え
る
大
事

な
試
験

を
し
て
い
る
と

こ
ろ
と

い
う

こ
と
も
、
理
解

し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

道

路
建

設
派
は
、
ま
た
次

の
よ
う
に
も

い

っ

て

い
ま
す
。

「
道

路
造
成
は

い
ま
、
国
民
生
活

の
う
え

に

と

っ
て
、
至
上
命
題

と
な

っ
て
い
る
。
国
民
主

権

の
下

に
あ

っ
て
国

の
財
産

は
、
ま
た
国
民
自

体

の
公
共
的

な
利
福

に
供

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。
市
当
局

は
胸

を
張

っ
て
堂

々
と
農
林
省

に
交
渉

し
(羊

ケ
丘
の
土
地
を
)
、
国
民

に
返
さ

せ
る
べ
き

で
あ

る
。
市
民

の
前

に
国

の
機
関

が

ど
う
に
も

な
ら
な

い
、

な
ど
と

い
う
泣
き
言
は

断

っ
て
ほ
し
い
」

こ
れ

で
は
ま

る
で
問
答
無
用
、
市
民

の
名

を

か
た
る
暴
力

で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達

は
、

い
ま
ま

で
に
バ
イ
パ

ス
が

つ
く

ら

れ
た
と
こ
ろ
の
実
態

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
通

じ
て
、
次

の
よ
う

な
問
題
が
あ
る
か
ら
道

路
反

対
を
訴

え
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
で
考

え

て
く
だ

さ
い
。

一
、
緊
笠
日
、
雷
朕動
、
排
」気
ガ
ス
、
交
通
事

故
、

生
活
圏

の
分
断

な
ど
、
道
路
公
害

の
対
策
が

は

っ
き

り
せ
ず
、
沿
線
住
民

の
生
活
破

壊
に

つ
な
が

る
。

二
、
都

心
部

に
向
う
バ

イ
パ

ス
を
増

や
せ
ば

、

都
心

部

へ
の
車

の
流

入
量
が
増
し
混
雑
が
激

化
す

る
。

三
、
三
十

二

m
六
車
線
と

い
う
大
規
模
自

動
車

道
路
優
先

で
は
な
く
、
生
活
道

路
整
備

を
は

か
る
べ
き

で
あ

る
。

四
、
通
勤

・
通
学

・
物
資

の
流
通
な
ど
が
自
動

車
偏
重

に
な
ら
な

い
よ
う
交
通
体
系

、
手
段

の
根
本
的
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

五
、
札
幌
市
か
ら
、

こ
れ
以
上
緑
を
削

ら
な
い

よ
う

に
す

べ
き

で
あ
る
。

麺

で
は
、
環
境

庁
が
作
成
中

の

「
環
境
影
響

評
価
法
案

」

に
つ
い
て
、
そ

の
目
的

・
対

象

・
範
囲

・
住

民
参
加
な
ど
、
多
岐

に
わ

た
り
批
判
的
検
討
が
行

わ
れ
、

「
自
然
保

護

と
教
育
」
で
は
、
自
然
保

護
教
育

の
普

及
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
た
、

「
く

ら
し

の

中

の
自
然
保
護
」
で
は
、
身

近
な
自
然
を

守

ろ
う
と

い
う
運
動
か
ら
洗
剤

・
ゴ
ミ

・

安
全
な
食
物
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

自
由
討
論

午
前
中
、
未

了
で
打

ち
切

ら
れ

た
総
会

を
継
続
し

、
理
事

改
選

・
規
約
改
正
を
議

題

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
事
務
局
批
判

が
多
く
、
建

設
的
討

論
と
は
い
え
ず
、
今

後

に
課
題
を
残
す

こ
と

に
な
り
ま
し
だ
。

し
か
し
、

一
応
各
ブ

ロ
ッ
ク
ご

と
に
新
理

事
が
決

め
ら
れ
、
十

八
日
夜

の
新
理
事
会

で
詳
細
決
定
と
な
り
、

一
日
目
を
終
了
し

ま
し

た
。

十
九
日
、
分
科
会
報

告
の
後

、
新
理
事

会

の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
事
務
局

は
関
東

ブ

ロ
ッ
ク
が
も
ち
、
会
長

、
理
事
長

は
未

定
、
理
事
長
代
行

に
大

浜

清

氏
が
決
ま

り
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
環

境
庁
自
然
保
護
局

長
が
出
席

さ
れ
、
各
地

の
個
別
問
題
は
も
と
よ
り
、
環
境
庁

の
姿

勢
そ

の
も

の
を
問

う
厳

し
い
意
見
も
出
さ

れ
、
盛
況

の
う
ち
に
幕

を
と
じ
ま
し
た
。

(
理
事

・
田
中

明
子
)
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石
山
五
区

河
川
敷
道
路
に

つ

河
川
敷
道
路
の
建
設
に
反
対

す
る
趣
意
書

r・,札
幌
市
は
石
山
通
と
簾
舞
方
向
を
結
ぶ
新
し

い
河
岸
道
路
の
建
設
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の

一
部
が
南
区
石
山
四
二
二
、
四
二
六
番
地
な
ど

を
含
む
豊
平
川
河
川
敷
地
を
通
過
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
私
た
ち
関
係
住
民
は
最
近

に
い
た
っ
て
、
は
じ
め
て
察
知
し
ま
し
た
。

も
し
こ
の
計
画
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
同
地
域

住
民
め
生
活
環
境
は
全
く
破
壊
さ
れ
美
し
い
自

然
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
ら
ぎ
は
た

ち
ま
ち
霧
消
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
私
た

ち
は
新
道
路
計
画
の
撤
回
を
強
く
求
め
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
馬
石
山
四
二
二
、
四
二
六
番
地
付
近
は
河

珊
敷
が
極
め
て
狭
く
、
人
家
が
川
岸
に
近
接
し

で
い
る
た
め
自
動
車
道
路
の
建
設
に
は
無
理
が

あ
リ
ハ
屹
立
す
る
断
崖
に
反
響
す
る
騒
音
に
加

え
て
排
気
ガ
ス
、
砂
泥
、
塵
埃
な
ど
付
近
住
民

に
及
ぼ
す
交
通
公
害
は
、
は
か
り
無
れ
な
い
も

の
が
あ
ヴ
貸
生
活
環
境
が
根
本
か
ら
破
壊
さ
れ

る
タ
乏
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
す
。

一
、
ヒ
の
地
域
に
住
む
私
た
ち
は
静
か
な
自

然
に
ひ
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
を
忍
ん
で
こ

の
地
を
永
住
の
場
所
と
定
め
ま
し
た
。
新
し
い

道
路
計
画
は
愛
護
の
対
象
で
あ
る
べ
き
美
し
い

竹

い

て

田

繁

男

自
然
を
破
壊
し
、
私
た
ち

の
さ
さ

や
か
な
願
望

を

一
挙

に
踏
み

に
じ
る
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と

に
な
る

の
で
す
。
.

一
、
市
当
局

の
こ
の
計
画
は
、
切
実

な
影
響

を
直
接

受
け
る
私
た
ち
住
民

に
は
な
ん
ら
の
呼

び
か
け
も
な
く
、
全
く

一
方
的

に
独
断

で
推
進

さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
住
民
を
無
視
し
、

民

主
的
な
対
話

の
ル
ー

ル
を
否
定
す

る
暴
挙
と

い
わ
ざ
る
を
得
ず

、
絶
対

に
承
服
す
る

こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

(後

略
)

昭
和
五
十
二
年

四
月

二
日

石
山
五
区

河
川
敷
道
路
建
設
計
画
反
対
同

盟

×

こ
と
し

三
月
末
、
河
川
敷
道
路
計
画

の
噂
を

耳

に
し
た
私
た
ち
が
、
市
建
設
局

へ
出
む

い
て

質
し
ま
し
た
と

こ
ろ

「
こ
の
プ

ラ
ン
は
住
民

の

コ
ソ
セ
ン
サ
ス
を
得
た
う
え
で
立
案

し
た
L
と

の
こ
と
。
さ

っ
そ
く
、

コ
ン
セ
ソ
サ

ス
の
ま
と

め
役
と

い
う
南
区
土
木
部
長

に
調
査
時
期
、
実

施

の
方
法
、
結
果

の
公
開
を
要
請
し
ま
し
た
が

「
申
し
わ
け
な

い
が

、
住
民

の
合
意
を
得

る
作

業
は
ま

っ
た
く
な
か

っ
た
。

こ
れ
か
ら
手
が
け

る
考

え
」
と
い
う
返
事
。

一
向

に
要
領

を
得

な
い
問
答

で
す
が
、
し
か

し
新
道
路

に
対
す

る
市
側

の
執
着
は
極
め
て
強

く

、
こ
こ
二
、
三
年
内

に
完
工
し
た
い
、
と
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
同
盟
と
市
側

は
二
度

に
渡

っ
て
会
見
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

〃
な

に
が
な
ん
で
も
道

路
づ
く

り
…
"
と

い
う
当
局

側

の
高
姿

勢
ぶ
り
が

目
立

つ
ば

か
り

で
し
た
。

一
方

、
国
道

二
三
〇
号
線

の
石
山
五
区
地
区

と
市
内

石
山
通
を
短
絡
す

る
バ
イ
パ

ス
工
事
が

開
建

の
手

で
順
調

に
進

み
、

こ
と
し
十

一
月
に

開
通

の
見
通
し

で
す
。
引
き

つ
づ
き
開
建

は
石

山
、
藤

の
沢
地
区

で
二
三
〇
号
線

の
拡
幅
を

予

定

し
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
実

現
す
れ
ば
国
道

の

交
通
事
情
は
非
常

に
良
く
な
る
は
ず
、
と
開
建

は
語

っ
て
お
り
ま
す
。

そ

こ
で
私

た
ち
は
市

に
対
し

「
国
道
バ
イ
パ

ス
開
通
後

の
二
、
三
年

ほ
ど
状
況
を
観
察
し
て

み
て
、
そ

の
結
果

、
や
は
り
河
川
敷
道
路
が
必

要
な
ら
ば

、
そ

の
時
点

で
虚
心
坦
懐

に
話
し
合

い
ま
し

ょ
う
。
そ
れ

か
ら

で
も
遅
く
は
な
い
は

ず

で
す
L

と
提
案

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

返
事
が
あ

り
ま

せ
ん
。

さ
て
、
住
民

の
合
意
を
基
礎
と
し
て
策
定
さ

れ
た
は
ず

の
道
路
計
画
は
、
合
意
そ
の
も

の
が

幻
だ

っ
た

と
判
明
し
た

い
ま
と
な

っ
て
は
、
土

台
を
失

っ
た
建
物

の
よ
う
な
架
空
の
物
語
り

で

す
。
と

こ
ろ
が
市
側
は
、

「
い

っ
た
ん
計
画
し

た
も

の
を
取
り
消

す

つ
も

り
は
な

い
」
と
強
弁

し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
論
法
が
ま

か
り
通
る
な

ら
ば
、
市
役
所

の
辞
書

に
は

〃
不
可
能
"

は

無
く
、
や
り
た
い
放
題

の
こ
と
が
や
れ
る
で
し

ょ
う
。
私

た
ち

の
税
金

で
。

悪
名

高
い
旧
軍
隊

で
さ
え
、

こ
ん
な
厚
か
ま

し
い
横
車

は
押
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
し
て
民

主
主
義
と

い
わ
れ
る
今

日

の
世

の
中

で
、

こ
こ

に
表
面
化
し
た
よ
う
な
、
行
政
権
力

の
横
暴
と

非
礼
が
見
過

ご
さ
れ

、
許
さ
れ

て
い
い
も

の
で

し

ょ
う

か
。

な
お
、
関
係
住
民

一
六
三
人

の
署
名
を
得
て

市
議
会

に
提
出

し
た
新
道
路
建
設
反
対

の
陳
情

は
、
建

設
委
員
会

で
審
査
中

で
す
。

環
状
線
道
路

(
円
山
地
区
)

反
対
運
動
の
現
局
面
に
つ
い
て

経
過
の
あ
ら
ま
し
i

六

・
二
〇

住
民
集
会
ま
で

中

野

徹

三

環
状
線
道
路

(
円
山
南

一
条
～
九
条

間
)

の

建
設
を

め
ぐ
る
私
た
ち

の
運
動

の
経
過

に

つ
い

て
は
、
四
十
九
年
ま

で
の
分

に
つ
い
て
は
本
会

報
第

一
七
号

(
四
十
九
年
十

二
月
刊
)
所
載

の

一
文

で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
市

は
今
年

の
五
月
に
な

っ
て
、
四
十

九
年
秋

に
提

示
し

た
修
正
案

を
さ
ら
に
若

干
改
定
し
た
第

二

次
修
正
案

を
私
た
ち
に
提

示
し
、

こ
の
案

で
合

意
を
得
て
七
月
中
旬

に
は
着
工
し
た

い
、
と

い

う
意
向
を
表
明
し

て
き
た
。

四
十

九
年
十
月
、
国
本
氏

に
代

っ
て
新

た
に

土
木
部
長

に
な

っ
た
川

口
氏
は

「
住
民

の
皆
さ
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ん
の
意
向
を
汲
ん
で

再

検

討

の
結

果
」
と
し

て
、

こ
の
区
間

に
つ
い
て
は
当
初
、
計
画

の
六

車
線
を
四
車
線

に
暫
定
的

に
計
画
を
変
更
し
、

二
車
線

の
路
面

に
あ
た
る
部
分
を
緑
地
帯

に
し

た

い
、
と
い
う
案

(
第

一
次
修
正
案

)
を
提
案

さ
れ
た
。
そ
の
後

、
市
当
局

か
ら
音
沙
汰
な
く

私
た
ち
も
職
場
そ

の
他

の
多
忙

の
ま
ま
に
二
年

余
が
経
過

し
た
が
、

こ
の
間
、
工
事

を
具
体
化

す
る
動
き
が
な

か

っ
た

の
は
、
ひ
と

つ
に
は
背

後
の
日
本
経
済
の
動
向
ー

不
況
へ
の
転
化
と

国
お
よ
び
自
治
体
財
政
危
機
の
深
刻
化
ー

と

い
う
事
態
が
あ

っ
た
た
め
で
あ

ろ
う

(当
初

の

計
画

で
は
、
五
十
年
完

成
予
定
)
。

今
年

に
な

っ
て
五
月

、
市

の
土
木
部

は

「
四

十
九
年

の
案

を
更
に
研
究
し
直
し
た
結
果
」
と

し

て
、
第

二
次
修

正
案
を
私
た
ち

に
示
し
た
。

そ

の
骨

子
は
、
ω

こ
の
区
間

に
つ
い
て
は
さ

ら

に
道
路
中
央

に
分
離
帯
を
設
け
、
他

の
区
間

以
上

に
中

・
高
木
を
十
分

に
植
え
、
通
常

の
街

路
樹

の
間
隔

(
八

m
)
以
上

に
密
植

す
る
、
②

山
側

の
二
車
線
と
歩
道

と
は
、
山
肌

を
全
部
削

む

む

り
と
ら
ず
段
差
を

つ
け
、
擁
壁

に
は

つ
た
な

ど

を
這
わ

せ
て
緑
を
増

や
し
た
い
、
と

い
う

二
点

で
あ
る
。

私
た
ち
は
六
月
二
十

日
、

こ
の
問
題
を
検
討

す
る
住
民
集
会

を
開

い
た
が
、

こ
の
集
会
は
円

山
地
区

の
住
民
と
、
自
然
保
護
国
体
か
ら
参
加

さ
れ

た
皆

さ
ん
三
十
数
名
が
、
市
当
局

(
川

口

土
木
部
長

は
じ

め
六
名
)

の
道

路
建

設

に
対
す

る
、
自
然
な
ち
び

に
住
民
の
住
環
境
保
護

に
対

す
る
姿
勢

の
根
本
を
衝
く

真
剣
な
質
問
、
批
判

と
提
言

の
場
乏
な

っ
た
。

と
り
わ
け
、
円
山
の
山
肌
を
削

る
今
回

の
道

路
計
画

に
つ
い
て
意
見
を
求

め
ら
れ
た
市

の
十

楽

寺
緑

化
推
進
部
長
が
、

こ
の
部
分

は
市

の
風

致
保
安
林

で
あ

っ
て
原
始
林

(
国
有
林
)

で
は

な
く
、
保
護
す

べ
き
緑

に
入

っ
て
い
な

い
、

と

答
え
た
の
に
対
し

て
、
石
川
俊
夫
会
長
が
、
静

か
な
お
声

で
自
然
を
守
る
た
め
に
は

「
そ

の
周

辺
を
守

る
必
要
が
あ
る
」

こ
と
を
説

か
れ
た
と

き

に
は
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起

こ
り
、

市
当
局
者
も
思
わ
ず
黙
し
て
考
え

こ
む

一
場
面

が
あ

っ
た

こ
と
も
記
し
て
お
き
た

い

(
こ
こ
で

本
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
当

日
の
集
会

に
参
加

さ
れ
た
本
協

会
会
員

ほ
か
自
然
保
護
団
体
の
皆

さ

ん
に
、
感

謝

の
意

を
表
さ

せ
て
い
た
だ
く
次

第

で
あ
る
)
。

さ
ら

に
、
七
月
中
旬
着
工
は
譲

れ
な

い
、
と

い
う
当
局
者
の
発
言

に
は
、
話
し
合

い
を

一
方

的

に
打

ち
切

っ
て
強
行
着
工
す
る

こ
と
は
許

さ

れ
な
い
、
と
い
う
追
求
が
集
中
し
、
川
口
土
木

部
長

は

「
強
行
着
工
は
し
た
く
な
い
、
上

司
に

伝

え
、
対
処

し
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
、
集
会

は
終
わ

っ
た
。

現
段
階
の
方
針
に
つ
い
て

自
然
保
護
と
人
間

に
ふ
さ
わ
し

い
環
境

に
生

き

る
権
利
を
か
か
げ

て
、
と
も
あ
れ
市

の
都
市

計
画

の

一
部

を
変
更
さ
せ
た
の
は
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
運
動

の
ひ
と

つ
の
成
果
と

い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ

に
よ

っ
て
自
然
破
壊
と
交
通

公
害

に
若

干
の
制
限
を
加
え
る

こ
と
が

で
き

た

と
し
て
も

、
問
題

の
本
質
的
側
面
は
や
は
り
変

わ

っ
て
い
な

い
。
し

か
も
、
対

処
す

べ
き

時
間

的
余
裕

は
十
分

で
は
な

い
。

私

た
ち
は
六
月

二
十
八
日
に
、
住
民
の
集

ま

り
を
持
ち
、
次

の
よ
う
な
今
後

の
方
針

を
立

て

た
。

ω

現
段
階

の
条
件
と
私
た
ち
の
力
量

の
も

と
で
、

「
絶
対
反
対
」
を
掲
げ

る
だ
け

で
は
説

得
力
あ
る
対
応
と
見
通
し
を
立

て
が
た

い

(
用

地
買
収
前

の
運
動
の
重
要
性
を
、

こ
こ
で
も
痛

感
す
る
)
。

②

い
く

つ
か
の
基
本
的
な
条
件
を
、
四
車

線

を
認
め
る
前
提
条
件
と
し

て
提
案

す
る
。
自

然
保

護
の
た
め
の
諸
条
件

(
住
民
と
科

学
者
、

自
然
保
護

団
体
が
参
加
す

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施

と
、
そ

の
対
策

に
つ
い
て
の
完

全

な

合

意

、
円
山
を
保
護
す

る
総
合
施
策

の
確

立
の
確

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
再
誘
致
に

反
対
す
る
要
望
書

約
な
ど
)
、
住
民

の
住
環
境
を
守

る
諸
条
件

(騒

音
対
策
等

の
提
出

と
住
民
と

の
合
意
、
特
に

大

型
車
輌

の
夜

間
通
行
禁
止
、
速
度
制
限
な
ど
)

の
確
約

、
こ
れ

ま
で
の
道
路
計
画

に
つ
い
て
の

市
当
局
の
反
省

の
表
明
等
。

③

こ
れ

ら
が

ひ
と

つ
で
も
満
た
さ
れ
な
い

場
合
に
は
、
断
固
と
し

て
反
対
運
動
を
継
続

・

発
展

さ
せ
る
。
そ

の
場
合
、
運
動
を
進

め
る
た

め

に
は
、
全
市
的
な
運
動
体
制
の
確

立
が

必
要

と
な
る
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
を
期
待
す
る
。

(理

事
)

陳

情
書

、

H
N
C
S
第

一
三
八
号

昭
和
五
十

二
年

五
月
二
十

一
日

札
幌

市
長

板

垣

武
四
殿

札
幌

市
議
会

議
長

松
宮

利
市
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石

川

俊

夫

札
幌

に
冬
季

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
再
誘
致
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

一
九
七

二
年
札
幌
大

会

の
時

に
も
、
当
協
会
と
し
て
は
、
施

設
や

コ

ー

ス
を
作

る
際

に
自
然
保
護

に
十

分
に
配
慮
す

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
た
。

そ
れ

に
も
か

か
わ
ら
ず

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
施

設

意
見
書
、 要

望
書

…

回
答
文
書

…

で
あ
る
と
優
先

さ
れ
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園

の

特
別
保
護
地
区
に
ま
で

コ
ー

ス
が
造
成
さ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。
当
協
会

は
、
標
高

一
、
○
○

○

メ
ー
ト
ル
を

こ
え
る
恵
庭
岳

で
、
復
元
が
不

可
能

で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
あ

え
て

復
元
を
条
件

に

コ
ー

ス
の
造
成
を
認
め
ざ

る
を

え
な
か

っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
し
て

い
る
。

そ
の
復
元
さ
え
も
約
束
ど
お
り
に
実
施
さ
れ

ず
、
当

時
の
危
惧
が
現
実

の
傷
跡
と
し
て
残

っ

て

い
る
の
は
、
万
人

の
見
る
と
お
り
で
あ

る
。

施
設
に
至

っ
て
は
徹
去
す
る
ど

こ
ろ
か
、
依
然

と
し
て
宿
泊
施
設
と
し
て
不
当

に
利
用
さ
れ

て

い
る
始
末

で
あ
る
。
手
稲

山
回
転

コ
ー

ス
も
雪

を
は
り

つ
け
な
け
れ
ば
使

え
な

い
と
こ
ろ
も
あ

り
、

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
後

は
、
危
険
な

コ
ー

ス

5●



と
し
て
放
置
さ
れ
崩
壊

の
防
止
策
も

と
ら
れ

て

い
な
い
。

本
協
…会

は
オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
を
錦

の
御
旗
と
し

て
行
わ
れ
た

こ
れ
ら
自
然
破
壊
を
反
省
す
る

こ

と
な
し

に
、
再
び
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
を
誘
致
し
よ

う
と

い
う
態
度

に
は
、
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
え

な

い
。
し
た
が

っ
て
、
冬
季

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の

再
誘
致
を
行
わ
な
い
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ

る
。

O

石
山
五
区
附
近
の
豊
平
川
沿
岸
自
然

環
境
保
全
に
関
す
る
要
望
書

H
N
C
S
第

=
二
九
号

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
八
日

札
幌
市
長

板
垣

武
四
殿

札
幌
市
議
会
議
長

松
宮

利
市
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石

川

俊

夫

人
間
居
住
環
境
と
し
て
の
自
然
は
、
そ
の
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
で
き
る
だ
け
保
全
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
.こ
と
に
近
時
、
都
市
お

よ
び
都
市
周
辺
の
自
然
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
園
等
を
人
工

的
に
造
成
す
る
よ
り
も
自
然
緑
地
を
生
か
す
よ

う
努
力
が
払
わ
れ
る
ぺ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

石
山
五
区
に
計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
道
路
は
、

豊
平
川
沿
い
に
辛
う
じ
て
残
さ
れ
た
河
畔
林
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
、
単
に
景
観
を

破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、
鳥
類
を
は
じ
め
と
す

る
野
生
動
物
、
昆
虫
類
の
生
息
を
お
び
や
か
す

恐
れ
が
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

・
本
来
、
河
川
の
周
囲
は
治
水
上
に
支
障
が
な

い
か
ぎ
り
で
き
る
だ
け
樹
林
を
中
心
と
し
た
緑

地
が
配
せ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
も

の
で
、

石
山
附

近
に

つ
い
て
は
む
し
ろ
採
石
等

に
よ

っ

て
失
わ
れ
た
河
岸
林

の
恢
復
に

こ
そ
努

め
る
べ

き

で
あ

り
ま
す
。

本
協
会

は
、
道
路
建
設

の
可
否
、
設
定
位
置

の
決
定

に
人
間
環
境
、
自
然
環
境
上

よ
り
十
分

な
調
査

と
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る

も

の
で
あ

り
ま
す
。

O

石
山
五
区
附
近
の
豊
平
川
沿
岸
自
然

環
境
保
全
に
関
す
る
陳
情
書
の
提
出

に
つ
い
て

H
N
C
S
第

一
四
二
号

昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
八
日

札
幌
市
議
会
議
長

松
宮

利
市
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石

川

俊

夫

標
記
の
件
に
つ
い
て
先
に
要
望
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
件
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
こ
こ
に
改

め
て
陳
情
書
と
し
て
提
出
い
た
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
議
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

(要
望
書
と
同
文
)

お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー

言亀
Oを

3
1～
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◆
出
版
物
の
お
知
ら
せ

●

「
北
の
山

・
続
篇
」
故

・
伊

藤
秀
五
郎
前
会

長

の
著

で
、
名
著
と
し
て
知
ら
れ
た
「
北

の
山
」

以
後

に
書

か
れ
た
多
く

の
文
章

の
中

か
ら
紀
行

・
登
山
史

・
論
説

・
随
想

・
エ
ッ
セ
イ

・
人

に

関
す

る
も

の
な
ど
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

自
然
保
護
問
題

に
つ
い
て
の
文

に
は
本
協
会

の
会
誌

に
載

せ
ら
れ
た
も

の
が
多

い
。

こ
の
本

に
つ
い
て
は
、
八
木

副
会
長
が
会
誌
十

六
号

に

読
後
感
を
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

茗
漢
堂

刊

・
二
七
〇
〇
円
。

●

「
山
の
風
物
誌
」

こ
れ
も

故

・
伊
藤
秀
五
郎

前
会
長

の
著

書
。
山

・
花

・
風
景

の
詩
が
豊
富

に
収
め
ら
れ
た
。

こ
と
に
植
物

の
詩
が
多

い
。

遺

作

に
な

っ
た

「
草

原
の
生
き
も

の
た
ち
」

(
会
員

・
竹

田
津
実

氏
の
写
真
集

〃
キ
タ
キ

ッ

ネ
"
に
寄

せ
た
詩
)
が
巻
頭

に
載
せ
ら
れ
て
い

る
。串

田
孫

一
氏

の
編
集

・
装
釘

に
な
る
地
味

だ

が
気
品

の
あ

る
美
し

い
本
。

茗
漢
堂
刊

・
一
四
〇
〇
円
。

●

「
グ
リ

ン
デ
ル
ヴ

ァ
ル
ト
の
山
案
内
」
会
員

・
井
手
責
夫
氏

の
訳

に
な
る
ア

ル
プ

ス
の
名
案

内
人

サ
ミ

ュ
エ
ル

・
ブ

ラ
ー
ヴ

ァ
ソ
の
著
作
。

日
本

の
近
代

登
山

に
深

い
関
わ
り

の
あ
る
グ

リ

ン
デ

ル
ヴ

ァ
ル
ト
の
ガ
イ
ド

や
案
内
人
組
合

の

歴
史

、
組
織

の
成

立
を
語

っ
た
も

の
。
登
墓

ル

ー
ト
図
、
豊
富
な
挿
絵
、
表
紙
、
製
本
な
ど
、

原
書

の
体
裁
そ

の
ま
ま
を
再
現
し
た
興
味
あ
る

書

。茗
漢
堂
刊

・
三
八
○
○
円
。

●

「
わ
た
し
の
草
と
木
の
絵
本
」
会
員

・
坂
本

直
行
画
伯

の
著
書
。
自
然
の
素
描

と
い
え

る
だ

ろ
う
。
帯
広

の
児
童

詩
誌

「
サ
イ

ロ
」

の
表
紙

を
か
ざ

っ
た
画

を
中
心

に
ま
と

め
ら
れ
た
。
土

の
匂

い
の
す

る
画
集
と
し

て
多
く

の
人
た
ち
か

ら
讃
辞
が
寄

せ
ら
れ

て
い
る
。

茗
漢
堂
刊

・
一
、

二
〇
〇
円

●

「
北
海
道
の
農
用
地
開
発
と
森
林
」
会
員

・

市
川
正
良
氏

の
著
作

で
、
都
市
林

と
環
境
緑
化

を
見
直
す
、
と

い
う

サ
ブ

タ
イ
ト
ル
が

つ
い
て

い
る
。
著
者
は
道
庁

の
林
務
関
係
部
局

に
長
く

森
林
事
情

に
明
る

い
人

で
、
ま
た
、
真
駒
内
桜

山
を
は
じ
め
と
し
て
環
境
緑
地

の
保
全

に
熱
情

を
傾
け
、
札
幌

周
辺
自
然
歩
道

の
提
案

か
ら
遂

に
そ

の
実

現

へ
こ
ぎ

つ
け
た
プ

骨
モ
ー
タ
ー
と

し

て
知
ら
れ
る
。

本
書
は
農
用
地
開
発
と
森
林
と

い
う
相
対
的

に
大
き
な
関
連

の
あ
る
問
題
を
豊
富
な
数
値

・

資
料
に
基
づ

い
て
論
じ
、
さ
ら

に
地
域

環
境

と

住
民
の
問
題

に
言
及
し

て
お
り
、
好

個
の
資
料

と
い
う

べ
き
も

の
で
あ
る
。

自
費
出
版

・
八
○
○

円

(協

会
事
務
局

に
準

備
が
あ
り
ま
す
。
送
料

一
二
〇

円
)
。

◆

「
藤
野
自
然
に
親
し
む
会
」

の
ご
案
内

●
七
月
十
七
日

「
水
辺
の
生
物
」

小
鳥

の
村

六

ッ
ガ
池

で
池

の
水
や
生
物
を
調

べ
る
。

●
十
月
士

ハ
日

「
秋
の
百
松

沢
」

地
学

の
見
学
を
兼

ね
た
秋

の

ハ
イ
キ

ン
グ
。

な
お
、
藤
野
自
然

に
親
し
む
会
費
は

一
家

族

単
位
で
二
〇
〇

円
で
す
。
連
絡
先
は
札
幌
市
南

区
藤
野
二
七
八

小
堀
煙
治
。
電
話

五
九

一
ー

二
八
三
六
で
す
。

昭
和

五
十

二
年
七
月
十
五
日
発
行

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
了
目

富
山
会
館
3
F

発
行
所

印 発
行刷 人

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
五
一
)
五
四
六
五
番

振
替
ロ
座
小
樽
四
〇
五
五
番

石

川

俊

夫

札
幌
印
刷

株

式

会

社
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